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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 100 ha

平成 18 年度　～ 平成 22 年度 平成 18 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

22

大目標：駅東西のバランスのとれたまちづくりによる中心市街地のにぎわい再生と魅力の向上
 　目標１：駅西地区において、魅力ある街並み形成により中心市街地のにぎわい再生を図る。
　 目標２：駅東地区において、生活基盤施設の整備により住環境を向上し定住化促進を図る。
　 目標３：駅周辺において、交通結節機能の強化により利便性向上を図る。

・大仙市は、秋田県南内陸横手盆地の北部に位置する。平成１７年３月に１市６町１村が合併し、総面積は８６７ｋ㎡、人口約95,000人の新市となった。近年、総人口は減少傾向にあるなか、６５歳以上の人口が増加し、高齢化率は２５．８％となっている。
・毎年８月に開催される「大曲の花火」は全国的にも知名度が向上し、１日の大会期間だけでも６０万人を超える観光入り込み者数を記録している。
・大曲駅周辺地区は、JR大曲駅を中心に形成された旧大曲市の中心市街地を含む地区であり、駅の西側は商業系の土地利用、東側は住宅地、農地が主体の土地利用がなされている。
・駅西地区においては、既存商店街を含む密集市街地が形成されており、魅力ある町並みの形成による中心市街地の活性化を図るため、昭和５０年代から土地区画整理事業が進めており、現在もふるさとの顔づくりモデル土地区画整理事業として大曲
駅前第２地区の整備を進めている状況にある。
・平成５年に国道１３号大曲バイパスが暫定２車線（現在４車線化事業中）で供用開始されて以来、国道１３号沿道への大規模商業施設の立地が進み、駅西地区の既存商店街におけるにぎわいが急激に薄れてきている。
・平成９年３月の秋田新幹線の開業を契機として駅舎改築が実施され、同年７月には東西自由通路が供用されている。
・市町村合併がなされ駅北東方向とＪＲ大曲駅の結節の重要性が急激に増しているなか、国道１３号大曲バイパスとＪＲ大曲駅を連絡する(都)駅東線の完成とともに、まちづくり総合支援事業（Ｈ13～H17）により、駅東地区と駅西地区と連絡する(都)花園
線の整備が完成し交通結節機能の向上に一役を担った。
・こうした都市基盤整備が進められるなか、駅東地区においては民間による宅地開発が増加しているが、生活道路と幹線との接続や、公園等地域コミュニティ施設の整備は十分といえない状況にある。

都道府県名 秋田県 大仙市
だいせん

大曲
おおまがり

駅周辺
えきしゅうへん

地区

計画期間 交付期間

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ 平成１７年度 平成２２年度

人 平成１７年度 平成２２年度

人/日
平成１７年度 平成２２年度

従前値 目標値

５６％

２，７２３人

定住者による生活環境の満足度（満足度アンケート等による） 地域生活基盤の改善を図り、定住者の満足度を高める。 ４７％

・駅西地区における既成市街地においては、狭隘道路が多数存在し安全性に問題があるほか、商店街のにぎわい再生が課題である。
・駅東地区においては、宅地開発が進み人口が増加する中、生活道路等の基盤施設整備の立ち後れや、市民交流の場となるコミュニテイ関連施設が不足している。
・自動車交通と鉄道との交通結節機能向上が課題である。

歩行者空間と動線が確保された中心市街地の中に多様な生活関連機能が集中し、市民が愛着を持って暮らすことができ、さらに、秋田自動車道大曲ＩＣや秋田新幹線利用の玄関口となる中心市街地
・H17.3.22に８市町村が合併し、その中心となる大曲駅周辺地区は、市民生活を支える生活関連機能の集積を図るとともにに、秋田自動車道大曲ICや秋田新幹線利活用の玄関口にふさわしい交通結節機能と魅力付けを図るべき地区として位置づけら
れている。
・旧大曲市の都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝにおいては、大曲都市計画区域の中心市街地として重点的に整備を行う区域に位置づけ、密集市街地の解消や幹線道路・地域コミュニティ施設等の整備・強化を方針としている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性

１．生活環境の満足度

９２４人大曲駅東西自由通路における通行者数
交通結節機能の強化による利便性の向上と、にぎわいの再生を大
曲駅東西自由通路の通行者数により検証する。

８４０人

２．駅東地区における定住人口 駅東地区（大花町、福田町、幸町）の人口 地域生活基盤の改善を図り、定住者の増加を図る。 ２，５２３人

３．駅自由通路の通行者数



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

まちづくり活動推進事業（提案事業/まちづくり協議会活動）

高次都市施設（基幹事業/地域交流センター　床面積A=1,200㎡）

地域創造支援事業（提案事業/排水路整備事業L=350m）

その他
○

方針に合致する主要な事業
整備方針１（中心市街地のにぎわい再生と住環境改善） 土地区画整理事業(基幹事業/大曲駅前第二地区：市施工）

・駅西地区及び隣接地において、密集市街地の更新により魅力ある買い物空間を確保し、市街地のにぎわいを再生するため、土地区画整理事業を推進す
るとともに、良好な住環境形成を図る。

地域創造支援事業（提案事業/土地区画整理事業）

整備方針３（交通結節機能の強化） 街路整備事業（関連事業／駅東線L=620m）

・鉄道交通（特に新幹線）と自動車交通の結節点としてより結節機能の向上を図るため、地区計画に基づく幹線道路網整備により国道へのアクセス道路整
備で結節機能強化を図る。

住宅市街地総合整備事業（関連事業/大曲駅前第二地区）

当地区では、平成１５年度に発足したまちづくり協議会を今後も継続的に開催する。また、市商工会議所が中心となって「地域振興活性化事業」により特産
品の開発やグリーンツーリズムを含む観光ルートの開発とそれを紹介する市民ガイドの養成など様々な試みを行っていることからこうした団体とも連携し、
地域交流・地域活性を図る。

事業終了後の継続的なまちづくり活動

整備方針２（住環境の向上による定住化促進） 道路事業(基幹事業/市道駅東１６号線 L=359m、市道福田西線 L=235m）

・駅東地区において、急激な市街化に対し立ち後れた生活基盤施設の整備により、さらに定住化促進を図るため、公園や道路等の整備を行うとともに、新た
な交流拠点となる地域交流センターを整備する。公園と地域交流センターについては、災害時の一時避難所として位置づける。

公園事業(基幹事業/しあわせ公園　A=3,000㎡）

○

○

イベント企画立案の市民参加を図るための方策について

地域交流センターやしあわせ公園の整備にあわせて、地域交流を図るためのイベントについて、まちづくり協議会や地元町内会との連携により具体化する
ための方策を検討する。また、市のホームページを利用するなどして市民から意見等を集約する。

交付期間中において各種の事業を円滑に進め、目標に向けて確実な効果を上げるために、まちづくり協議会を今後も継続的に開催し、毎年、事業成果につ
いて評価や事業の進め方の改善等を行うためのモニタリングを実施する。その結果については、随時市民に情報公開する。

交付期間中の計画の管理について



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 大仙市 直 ５９４m 18 22 18 22 205 205 205 205

公園 大仙市 直 ３，０００㎡ 19 22 19 22 118 118 118 118

河川

下水道

駐車場有効利用システム ー

地域生活基盤施設 ー

高質空間形成施設 ー

高次都市施設 大仙市 直 ー 20 22 20 22 405 405 405 405

既存建造物活用事業 ー

都市再生交通拠点整備事業

土地区画整理事業 大仙市 直 ２５．７ｈa 1 27 18 22 1,560.6 1,559 1,559 1,559

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

人にやさしいまちづくり事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

国費率 0.408交付対象事業費 3,065.0 交付限度額 1,251.8

事業 事業箇所名 事業主体 直／間
細項目

交付期間内事業期間

しあわせ公園

うち民負担分
駅東１６号線・福田西線

規模
（参考）事業期間

ー

ー

ー

ー

ー

大曲駅前第二地区

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 2,289 2,287 2,287 2,287 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
大仙市 直 ３５０m 18 19 18 19 4 4 4 4

大仙市 直 ２５．７ｈa 18 27 18 22 993 766 766 766

0

大仙市 直 ー 21 22 21 22 3 3 3 3

0

大仙市 直 ー 18 19 18 19 5 5 5 5

ー 0

合計 1005.0 778.0 778.0 778.0 …B
合計(A+B) 3065.0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
大仙市 国土交通省 ２５．７ｈａ ○ Ｈ１ Ｈ２７ 27,246.4

大仙市 国土交通省 ６．３６ｈａ ○ Ｈ１６ Ｈ２４ 2,305

大仙市 国土交通省 ６２０ｍ ○ Ｈ１３ Ｈ１８ 1,940

合計 31,491

住宅市街地
総合整備
事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間

0

地域創造
支援事業

排水路整備 井戸堰水路

土地区画整理事業 大曲駅前第二地区

交付期間内事業期間
細項目 うち民負担分

規模
（参考）事業期間

0.0

まちづくり活
動推進事業

まちづくり協議会活動 ー

ー

規模
（いずれかに○）

事業活用調
査

事業効果分析

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名
事業期間

全体事業費

土地区画整理事業（特会） 大曲駅前第二地区

住宅市街地総合整備事業 大曲駅前第二地区

街路事業 駅東線



都市再生整備計画の区域

　大曲駅周辺地区（秋田県大仙市）
大仙市佐野町の一部、大仙市朝日町の一部、大仙市福住町の一部、大仙市通町の一部、大
仙市丸の内町の一部、、大仙市幸町の一部、大仙市大花町の一部、大仙市福田町の一部、
大仙市中通町の全部と大仙市黒瀬町の全部

区域100ha面積

国道１３号（大曲ＢＰ）

ﾎｰﾑｾﾝﾀｰ

JR大曲駅

ＪＲ田沢湖線

ＪＲ奥羽本線



　大曲駅周辺地区（秋田県大仙市）
おおまがりえきしゅうへんちく                                  （あきたけんだいせんし）

　整備方針概要図

目標
駅東西のバランスのとれたまちづくりによる中心市街
地のにぎわい再生と魅力の向上

代表的な
指標

１．生活環境の満足度 　　　　４７％　（H17年度）　→　５６％　（H22年度）
２．駅東地区における定住人口 ２，５２３人（H17年度）　→　２，７２３人（H22年度）
３．駅東西自由通路通行者数 ８４０人（H17年度）　→ ９２４人（H22年度）

■提案事業

まちづくり活動推進事業：まちづくり協議会

事業主体：大仙市

■基幹事業

土地区画整理事業：大曲駅前第２地区

Ａ＝２５．７ｈａ（区画道路、水路、公園、整地、建物移転）

事業主体：大仙市

■基幹事業

公園：しあわせ公園

Ａ＝３，０００㎡

事業主体：大仙市

■基幹事業

道路：駅東１６号線

Ｌ=３５９m、Ｗ=１２m

（片歩道）

事業主体：大仙市

■基幹事業

道路：福田西線

Ｌ＝２３５ｍ、Ｗ＝８ｍ

事業主体：大仙市

○関連事業

街路事業：駅東線

Ｌ＝６２０ｍ

Ｈ１３～Ｈ１８

事業主体：大仙市

ﾎ ﾑｾﾝﾀ

国道１３号(大曲ＢＰ)

○関連事業

住宅市街地総合整備事業

Ｈ１６～Ｈ２４

事業主体：大仙市

○関連事業

土地区画整理事業：大曲駅前第２地区

Ａ＝２５．７ｈａ（区画道路、水路、流雪溝、公園、整地、建物移転）

事業主体：大仙市

■提案事業

事業活用調査事業：事業効果分析

事業主体：大仙市

■提案事業

地域創造支援事業：土地区画整理事業

Ａ＝２５．７ｈａ（建物移転）

事業主体：大仙市

■基幹事業

高次都市施設：地域交流センター

床面積Ａ＝１，２００㎡、敷地Ａ＝２，７００㎡

事業主体：大仙市

■提案事業

地域創造支援事業：排水路整備

Ｌ＝３５０ｍ

事業主体：大仙市

事業主体：大仙市 ﾎｰﾑｾﾝﾀｰ

大曲駅

ＪＲ奥羽本線

ＪＲ田沢湖線

幸町

区域設定の理由

にぎわいの再生を図る大曲駅を中

心に形成された中心市街地と、駅

東側の宅地開発が進行し課題の

イメージ

大花町

福田
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